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あまだい類 

 

  

 日本周辺の主分布域は東シナ海、対馬海峡域、日本海南西海域で、高知県では、ア

カアマダイ Branchiostegus japonicus（写真右下）、シロアマダイ Branchiostegus 

albus Dooley（写真左）およびキアマダイ Branchiostegus auratus（写真右上）の 3

種の生息が確認されています（井出他 2003）。本県ではビタとも呼ばれ、美味とされ

ています。 

 高知県水産試験場では、平成 15年（2003年）から 3年間あまだい類の資源生態な

どを調べました。以下は主としてその報告書（明神 2007）からの抜粋です。 

 

資源生態 

 本県でのアカアマダイの産卵については、雌は満 2歳から産卵に加わり、産卵期は

4～11 月、産卵盛期は 7～10 月とされています。アカアマダイの成長については、3

歳までは良いのですが、それ以降は鈍り、雄が TL（全長）45cm前後、BW（体重）

1.0－1.3kgで、雌が 30cm台前半、0.4－0.6kgで頭打ちになるようです。漁獲物に占

める雌の割合は、TL30cmをピークにして低下し、TL40cm以上の雌は確認されてい

ないことから、雌よりも雄の成長が良いことがわかります。 

 通山（1975）は、昭和 49年に土佐湾で行われた潜水調査船“しんかい”による海

底調査の様子を報告しました。それには、アカアマダイが巣穴を出入りする行動が記

述されています。また、若狭湾では、超音波テレメトリーを用いた放流実験が行われ、

夜は主に海底の巣穴の中に滞在して、昼は巣穴の外へ移動するという日周行動をする

ことが明らかになりました（Mitamura et al. 2005）。 

 また、最近になって、日本周辺のアカアマダイの集団間には遺伝的な差異は少なく、

一つの大きな集団を形成しているとの研究結果が報告されています（柳本ほか 2010、

Nohara et al. 2010）。これは、卵仔稚魚の浮遊期間が約 90日間とされており（奥村

2002）、卵仔稚魚が黒潮や対馬暖流によって流され、各地に着底した結果であると考

えられます。 
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漁業実態等 

アマダイ類は、ほとんどが土佐湾で延縄漁業や立縄漁業によって漁獲され、宇佐、

久礼、佐賀などに水揚されます。室戸岬以東や宿毛湾での漁獲は土佐湾に比べごくわ

ずかです。アマダイ類 3種の生息水深は、シロアマダイ、アカアマダイ、キアマダイ

の順に深くなり、同じ順で単価は安くなります。 

 

漁獲動向 

 図 1に高知県漁協の安田町、宇佐統括、佐

賀統括及び下ノ加江の各支所に水揚された

アマダイ類の漁獲量と、高知農林水産統計年

報に記載された県全体のアマダイ類の漁獲

量の経年変動を示しました。4 支所合計のア

マダイ類の漁獲量は、平成 5～10 年（1994

～1998年）に 20トンを超えるレベルまで増

加しました。しかし、その後減少し、最近は

5トン前後で推移しています。 
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図 2 宇佐統括支所及び佐賀統括支所におけ 図 3 高知県漁協 4支所におけるあまだい類の 

 るアマダイ類 3種の漁獲量構成比の経 漁獲効率（1日 1隻当たりの水揚量）． 

 年変動． 

 

アマダイ類 3種の漁獲割合 

 宇佐統括支所における平成 3 年（1991 年）～平成 17 年（2005年）の 3 種の構成

比はアカアマダイ、シロアマダイ、キアマダイの順に重量ベースで 0.85、0.13、0.02

と、アカアマダイ主体でした。しかし、2000 年代に入って、アカアマダイの構成比

が減少し、シロアマダイの構成比が増加しました（図 2）。なお、平成 19 年（2009

年）以降の構成比が大きく変動しているのは水揚量が大きく減少し、構成比の誤差が

大きくなったためと考えられます。 

図 1 高知県におけるアマダイ類漁獲量

の経年変動（高知農林水産統計年報

および各支所の資料による）． 
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 安田町支所では平成 16年（2004年）と平成 17年（2005年）に市場調査を実施し

ました。その結果によると、アマダイ類 3 種の比は、アカアマダイ、シロアマダイ、

キアマダイの順に、漁獲量ベースで 87.8：11.9：0.3、尾数ベースで 93.2：6.6：0.2

とアカアマダイ主体でした。 

 キアマダイの割合が低いのは、資源尾数そのものが少ないという可能性も考えられ

ますが、3種の中では最も単価が安く生息水深が最も深いため、主たる漁獲対象にな

っていないためと考えられます。 

 

漁獲動向 

 各支所でのあまだい類の漁獲効率（CPUE；1日 1隻当たりの水揚量）を見ると（図

3）、シロアマダイでは横ばい、アカアマダイでは 1990 年代から見ると減少していま

すが、最近 5年間は横ばい～増加傾向にありました。あまだい類の水揚量が減少傾向

にあることを考えると、高知県沿岸のあまだい類資源の水準は高くありませんが、最

近は横ばい傾向と考えられます。 
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図 4 佐賀統括支所におけるあまだい類 3種の漁獲効率 

（1日 1隻当たりの漁獲量、H22～27の平均値）． 

 

 水揚量が最も多い高知県漁協佐賀統括支所の漁獲効率（1日 1隻当たり水揚量）の

月別推移を見ると（図 4）、3種とも 1年を通して漁獲されますが、シロアマダイは 1

年を通して比較的安定しています。一方、アカアマダイは佐賀で産卵期である 4～10

月に多く漁獲されます。キアマダイは 2～7 月に少し多く獲れますが、原因は不明で

す。 


